
事業の計画・内容

・県指定有形文化財（建造物）旧小田小学校本館　　　　　　　　　　　　　　　　

・市民や観光客　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 直営 ■ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員 正規職員 （人）

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円） 使用料等

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

作成者氏名

設
置
目
的

教育費
社会教育費

担当部課名
文化財保護費

項
目

施設の管理・運営

事業名

基本施策

1044

伊賀市　事務事業評価シート

旧小田小学校本館維持管理経費

36

一般会計

０５
款

3,623

H19（予算）H17 H18（予算）
0.5 0.25 0.25

成果（どうなるのか）対象等（何を、誰を）

市内の類似施設 史跡旧崇廣堂・名勝及び史跡城之越遺跡・上野歴史民俗資料館

施設設備の維持管理、参観料・使用料の徴収事務を行う。

旧小田小学校本館の設置及び管理に関する条例

本
年
度
事
業
内
容

運営主体
（委託先：（財）伊賀市文化都市協会　　）

根拠法令・要綱等

H18

単位 H17

効率性

指標設定の考え方

目標

人

事業の目的の成果を測る指標

3

有効性

活動指標

3,600 1,800
利用者延べ人数

4,163 3,623

7,763

4,163

計

50

単位
目標値

1,800

H19
実績値

0 50人

H17

3,623 3,623

134

5,423

2,000 2,0001,672

使用料収入 円 0

A

総合評価

2,000

H18（目標）

2,000

H19（目標）

平成18年4月1日から指定管理（文化都市協会）を適用する。
平成１７年度には活用のための事業として「なつかしの授業」を３回実施した。本年度は写生大会、教科書パネル展、授業などによって活用を図る。

評
価

4必要性

利用率向上等の改善の検討
3
3達成度

０２
歴史や文化を守り、未来へと引き継ぐ

7,629 5,423 5,423

参観者延べ人数

5,423

人

会計
名            称コード

０１
１０

参観料収入

１０２

名               称

細目
細々目

教育委員会　生涯学習課　文化財室
２２－９６８１中川　秀也 連絡先

コード

文化財施設維持管理事業
旧小田小学校本館維持管理経費０３

円 133,850

適正に管理され、保存される。

訪れる。生涯学習に役立つ。

＊利用人数・参観者数 市民や観光客が訪れ、学習に役立てる。
目標

1,672


